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資料１ 

みらい構想及び計画体系に係る素案からの変更内容一覧表 

No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 
素案（前回） 案（今回） 

１ 目次における第６章の記載（P３） 第６章 地域別の目指す10年後の姿と重点施策 

  １ 地域別の目指す10年後の姿と重点施策 

  ２ 地域区分 

  ３ 富津地域 

  ４ 大佐和地域 

  ５ 天羽地域 

第６章 地域別の目指す10年後の姿と重点施策 

１～５ 削除 

２ 第１章「市の概要」の文章（P４） 東京湾に突出した富津岬は、関東の天の橋立といわれ南房総国定公園に

も指定されています。富津岬の最先端にある五葉松をかたどった展望塔は、

東京湾を一望できるだけでなく、冬の空気が澄んだときは富士山をくっき

り観ることができます。また、ここから観る富士山は絶景で、関東の富士

見百景に選ばれています。 

東京湾に突出した富津岬は、関東の天の橋立といわれ南房総国定公園に

も指定されています。富津岬の最先端にある五葉松をかたどった展望塔は、

東京湾を一望できるだけでなく、富士山を望むことができます。ここから

眺める富士山は絶景で、関東の富士見百景に選ばれています。 

３ 第５章「１ みらい構想の構成」の

（２）中「人口減少による影響」

図（P17） 

人口減少による影響 

 

削除 

４ 第５章「３ 持続可能な行政経営」

の（２）①富津市職員定員適正化

計画（ヒト）の文章（P20） 

市職員の適正な定員管理を計画的に実行し、市を取り巻く情勢の変化に

も対応できる組織づくりをします。また併せて、業務のデジタル化を推進

することで業務の効率化を図り、質の高い市民サービスの提供に注力しま

す。 

市職員の適正な定員管理を計画的に実行し、市を取り巻く情勢の変化に

も対応できる組織づくりをします。また、事務事業の集約化・縮小・廃止な

ども含めた、業務内容や実施体制の見直しを図るとともに、業務のデジタ

ル化や民間委託を推進することで、効率的・効果的な行政運営体制を構築

し、質の高い市民サービスの提供に注力します。 

５ 第５章「３ 持続可能な行政経営」

の（２）②富津市公共施設等総合

管理計画（モノ）の文章（P21） 

今後、市人口の減少に伴い、市が保有する公共施設、道路・橋りょう等と

いったインフラ（以下「公共施設等」という。）が過剰になっていくととも

に、その維持管理にかかる費用の財源となる税収の増加は見込めないこと

が予想されます。 

公共施設等について、次世代への負担をできる限り軽減し、平準化する

ため、更新・統廃合・長寿命化等の公共施設等マネジメントを、長期的視点

をもって計画的に実行します。 

公共施設は、近い将来一斉に老朽化し、更新の時期を迎えることになり、

道路・橋りょう等のインフラを含めた社会資本（以下「公共施設等」といい

ます。）の更新に膨大な財政負担が必要となってきます。 

公共施設等について、次世代への負担をできる限り軽減し、平準化する

ため、更新・統廃合・長寿命化等の公共施設等マネジメントを、長期的視点

をもって計画的に実行します。 

 

（図） 



2 

 

No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

６ テーマ１に係る重点施策の文章

及び記載順序（P23） 

○ 自主防災組織の結成・育成を強力に支援し、市民の地域防災への意識

の高揚を図ることで、地域防災力を強化します。 

〇 県やライフライン事業者と連携し、災害情報を一元的に把握しやすい

ように災害広報体制を強化するとともに、防災行政無線の難聴区域を解

消します。 

〇 台風、地震、感染症などのあらゆる災害に対応できるよう、指定避難

所機能を充実させます。 

〇 大規模災害による道路ネットワークの分断や地区の孤立を回避するた

め、道路ネットワークを形成する国・県・市の各道路管理者が平時より

連絡体制を構築し、災害時の情報共有、迂回路の設定、応急復旧での応

援など、相互に協力して対応する体制を整備します。 

〇 災害発生時に確実に物資を供給できるよう、県・民間事業者等と連携

した物資調達供給体制を構築します。 

○ 自主防災組織の結成・育成を強力に支援し、市民の地域防災への意識

の高揚を図ることで、地域防災力を強化します。 

〇 台風、地震、感染症などのあらゆる災害に対応できるよう、指定避難

所機能を充実させます。 

〇 災害発生時に確実に物資を供給できるよう、県・民間事業者等と連携

した物資調達供給体制を構築します。 

〇 県やライフライン事業者と連携し、災害情報を一元的に把握しやすい

ように災害広報体制を強化します。 

〇 大規模災害による道路ネットワークの分断や地区の孤立を回避するた

め、道路ネットワークを形成する国・県・市の各道路管理者が平時より

連絡体制を構築し、災害時の情報共有、迂回路の設定、応急復旧での応

援など、相互に協力して対応する体制を整備します。 
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No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

７ テーマ２に係る基本方針及び重

点施策の文章並びに重点施策の

記載順序 

（P24～25） 

（基本方針） 

○ 妊娠期から子育て期を通して、切れ目のない支援を徹底的に強化し、

安心して出産や子育てができる環境を整えます。 

（略） 

（重点施策） 

○ 多様な保育ニーズに対応するため、病児保育施設を設置し、病児・病

後児保育を推進します。 

○ 地域交流支援センター「カナリエ」を、親子が集える場としてだけで

なく、地域の人が気軽に訪れ、多世代間交流が図れる場所とします。 

○ 子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点が連携して、

子どもとその家庭及び妊産婦等に対し、子ども等に関する相談全般から

専門的な相談対応まで、寄り添った支援を行っていきます。 

○ 児童遊園地と子どもの遊び場を、地域の人が愛着を持って楽しく利用

できる場所にします。 

○ 子育てが弧独な子育てにならないよう支援体制の充実を図ります。 

○ 放課後に安心して子どもが過ごせる場所を確保します。 

○ 出産の前後に、支援が必要な母子に心身のケアや育児のサポートを行

います。 

○ 母子の健康保持、増進、健全な発育を支援します。 

（基本方針） 

○ 妊娠期から子育て期を通して、切れ目のない支援を重層的に展開し、

安心して出産や子育てができる環境を整えます。 

（略） 

（重点施策） 

○ 母子の健康保持、増進、健全な発育を支援します。 

○ 出産の前後に、支援が必要な母子に心身のケアや育児のサポートを行

います。 

○ 子育てが弧独な子育てにならないよう支援体制の充実を図ります。 

○ 多様な保育ニーズに対応するため、病児保育施設を設置し、仕事と子

育ての両立を図ります。 

○ 子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点が連携して、

子どもとその家庭及び妊産婦等に対し、子ども等に関する相談全般から

専門的な相談対応まで、寄り添った支援を行っていきます。 

○ 地域交流支援センター「カナリエ」を、親子が集える場としてだけで

なく、地域の人が気軽に訪れ、多世代間交流が図れる場所とします。 

○ 放課後に安心して子どもが過ごせる場所を確保します。 

○ 児童遊園地と子どもの遊び場を、地域の人が愛着を持って楽しく利用

できる場所にします。 

８ テーマ３に係る重点施策の文章

及び記載順序（P27） 

○ 小中学校においてICTを活用した教育環境を整備するとともに、論理的

思考力を高めるプログラミング教育や英語教育を充実させます。 

（略） 

○ 小中学校については、富津市小・中学校再配置計画に沿った対応をし

ていきます。 

○ 効率的で安心安全な給食を提供するために、新たな共同調理場を建設

します。 

○ 小中学校においてICTを活用した教育環境を整備するとともに、論理的

思考力を高めるプログラミング教育や英語教育を充実させます。 

（略） 

○ 効率的で安全安心な給食を提供するために、新たな共同調理場を建設

します。 

○ 小中学校については、富津市小・中学校再配置計画に沿った対応をし

ていきます。 
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No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

９ テーマ４に係る重点施策の記載

及び記載順序並びにテーマ５へ

の移行（P29） 

○ 富津市いきいき百歳体操などの取組により、社会参加や生きがいづく

りを支援します。 

○ 歯科医師、歯科衛生士による口腔教室や、管理栄養士による栄養改善

のための食生活教室を実施します。 

○ フレイル予防への取組として、「フレイルサポーター」を養成し、自分

の健康状態を確認するための「フレイルチェック講座」を実施します。 

○ 地域の医療、介護関係者の協力を得ながら、切れ目なく在宅医療と介

護が一体的に提供される体制づくりを構築していきます。 

○ 認知症の人やその家族が地域で安心して暮らし続けることができるよ

う「認知症サポーター」を養成します。 

○ 地域全体で見守る体制作りを強化するため、地域で暮らす認知症の人

やその家族の支援を行う「チームオレンジ」を立ち上げます。 

○ 富津市障害者総合支援協議会と連携し、障がいへの理解を深めるため

の市内の学校への福祉教育プログラムの提供を行います。 

○ 市が障がいのある方を率先して雇用し、行政業務を市職員と一緒に遂

行しながら、民間企業等への就労を目指す取組をします。 

○ 引きこもりの心配のある方への対策を講じるため、基幹相談支援セン

ターや地域での身近な相談相手でもある区長、民生委員等との連携体制

を構築します。 

○ 富津市いきいき百歳体操などの取組により、社会参加や生きがいづく

りを支援します。 

 

 

 

 

○ 地域の医療、介護関係者の協力を得ながら、切れ目なく在宅医療と介

護が一体的に提供される体制づくりを構築していきます。 

○ 認知症の人やその家族が地域で安心して暮らし続けることができるよ

う「認知症サポーター」を養成します。 

○ 地域全体で見守る体制作りを強化するため、地域で暮らす認知症の人

やその家族の支援を行う「チームオレンジ」を立ち上げます。 

○ 市が障がいのある方を率先して雇用し、行政業務を市職員と一緒に遂

行しながら、民間企業等への就労を目指す取組をします。 

○ 富津市障害者総合支援協議会と連携し、障がいへの理解を深めるため

の市内の学校への福祉教育プログラムの提供を行います。 

○ 引きこもりの心配のある方への対策を講じるため、基幹相談支援セン

ターや地域での身近な相談相手でもある区長、民生委員等との連携体制

を構築します。 

○ 自立相談支援機関を中心に関係機関との連携により生活困窮者を把握

し、困窮状態からの早期脱却を支援します。 

  

テーマ５へ移行 
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No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

10 テーマ５に係る基本方針の記載

順序及び重点施策のテーマ４か

らの移行（P30～31） 

（基本方針） 

○ 健康で幸せに暮らせるように、各種健康増進事業や特定健康診査事業

を実施し、健康寿命の延伸に取り組みます。 

○ 君津中央病院大佐和分院の存続に向けて取り組みます。 

○ 市内の体育施設を活用し、関係団体と連携して市民の体力と運動意欲

の向上を図ります。 

（重点施策） 

○ 生活習慣病の発症予防や重症化予防のため、特定健康診査、若年健康

診査の受診率向上を図り、保健指導に取り組みます。 

○ がんの早期発見、早期治療につなげるため、がん健診の受診率向上を

図ります。 

 

 

 

 

○ 各種スポーツ団体やスポーツ推進委員と連携し、スポーツイベントを

充実させます。 

（基本方針） 

○ 健康で幸せに暮らせるように、各種健康増進事業や特定健康診査事業

を実施し、健康寿命の延伸に取り組みます。 

○ 市内の体育施設を活用し、関係団体と連携して市民の体力と運動意欲

の向上を図ります。 

○ 君津中央病院大佐和分院の存続に向けて取り組みます。 

（重点施策） 

○ 生活習慣病の発症予防や重症化予防のため、特定健康診査、若年健康

診査の受診率向上を図り、保健指導に取り組みます。 

○ がんの早期発見、早期治療につなげるため、がん健診の受診率向上を

図ります。 

○ 歯科医師、歯科衛生士による口腔教室や、管理栄養士による栄養改善

のための食生活教室を実施します。 

○ フレイル予防への取組として、「フレイルサポーター」を養成し、自分

の健康状態を確認するための「フレイルチェック講座」を実施します。 

○ 各種スポーツ団体やスポーツ推進委員と連携し、スポーツイベントを

充実させます。 

  

テーマ４から移行 
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No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

11 テーマ６に係る基本方針及び重

点施策の記載並びに重点施策の

記載順序（P32～33） 

（基本方針） 

○ 農業、漁業の振興を図るため、将来を支える新たな担い手の確保・育

成に取り組むとともに、経営の安定化に向けた施設整備の支援などをし

ます。 

（略） 

○ 新富地区は、様々なリサイクル技術を持った企業が進出しており、循

環経済の構築など新たな事業展開が期待されることから、同地区の特性

を生かした施策や事業に取り組んでいきます。 

（重点施策） 

○ 人と農地の問題を解決するための未来の設計図である「人・農地プラ

ン」を作成します。 

○ 漁港施設の長寿命化、将来の補修・更新コストの縮減や平準化を図る

ため、機能保全工事を実施するとともに、施設の見直しに取り組みます。 

○ 農業、漁業、商工業、観光業の活性化を図るため、市の特産品などの

PR、販路の拡大、来訪者の増加につなげる拠点として、集客施設を設置

します。 

（略） 

○ 市の魅力や観光資源の情報を様々な媒体を活用して発信するととも

に、観光キャンペーンなど関係機関と連携した効果的なプロモーション

を実施します。 

（基本方針） 

○ 農業、漁業の振興を図るため、将来を支える新たな担い手の確保・育

成に取り組むとともに、経営の安定化に向けた施設整備の支援などをしま

す。 

（略） 

○ 新富地区に進出している企業との連携を強化します。 

 

 

（重点施策） 

○ 農業、漁業、商工業、観光業の活性化を図るため、市の特産品などの

PR、販路の拡大、来訪者の増加につなげる拠点として、集客施設を設置

します。 

○ 人と農地の問題を解決するための未来の設計図である「人・農地プラ

ン」を作成します。 

○ 漁港施設の長寿命化、将来の補修・更新コストの縮減や平準化を図る

ため、機能保全工事を実施するとともに、施設の見直しに取り組みます。 

（略） 

○ 市の魅力や観光資源の情報を様々な媒体を活用して発信するととも

に、観光キャンペーンなど関係機関と連携した効果的なプロモーション

を実施します。 

○ 新富地区は、様々なリサイクル技術を持った企業が進出しており、循

環経済の構築など新たな事業展開が期待されることから、同地区の特性

を生かした施策や事業に取り組んでいきます。 
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No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

12 テーマ７に係る基本方針の記載

順序並びに重点施策の文章及び

記載順序（P34～35） 

（基本方針） 

○ 道路や橋梁、公園などのインフラを計画的に整備するとともに、適正

な維持管理をすることで、市民生活の利便性を向上させます。 

○ 出会い・学び・憩いの場として、幅広い世代の人が気軽に立ち寄れる

施設を整備します。 

○ 公共交通を必要とする人のために、多様な主体が連携し、移動手段の

確保を図っていきます。 

（略） 

（重点施策） 

○ 国道465号（通称：千種新田バイパス）、県道君津大貫線（通称：本郷バ

イパス）、県道大貫青堀線（通称：山王バイパス）、市道下飯野線、市道浅

間山線などの幹線道路の整備により、交通ネットワークを強化します。 

（略） 

○ 大型商業施設内に図書館を設置します。 

○ 市と住民、地域が連携し地域の実情にあった地域ぐるみの体制づくり

を進め、民間事業者との協働による有害鳥獣対策の強化を図ります。 

○ 様々な移動手段の導入に向けた取組を進めます。 

（基本方針） 

○ 道路や橋梁、公園などのインフラを計画的に整備するとともに、適正

な維持管理をすることで、市民生活の利便性を向上させます。 

○ 公共交通を必要とする人のために、多様な主体が連携し、移動手段の

確保を図っていきます。 

○ 出会い・学び・憩いの場として、幅広い世代の人が気軽に立ち寄れる

施設を整備します。 

（略） 

（重点施策） 

○ 国道465号（通称：千種新田バイパス）、県道君津大貫線（通称：本郷バ

イパス）、県道大貫青堀線（通称：山王バイパス）、市道下飯野線、市道浅

間山線などの幹線道路の整備により、交通ネットワークを強化します。 

（略） 

○ 大型商業施設内に図書館を設置し、図書サービスを充実させます。 

○ 様々な移動手段の導入に向けた取組を進めます。 

○ 市と住民、地域が連携し地域の実情にあった地域ぐるみの体制づくり

を進め、民間事業者との協働による有害鳥獣対策の強化を図ります。 
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No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 

素案（前回） 案（今回） 

13 テーマ８に係る基本方針及び重

点施策の記載順序（P36～37） 

（基本方針） 

○ より多くの人たちに富津市への関心を持ってもらうため、民間事業者

などと連携し、移住情報の発信を強化していきます。 

○ 富津市での生活を実感してもらうため、移住体験ができる仕組みづく

りをしていきます。 

○ 空き家の利活用による移住・定住の促進を図るため、空家バンク利用

者への支援を実施していきます。 

 

（重点施策） 

○ 多様化するライフスタイルに対応した働き方や暮らし方ができるよ

う、サテライトオフィスやコワーキングスペース、シェアオフィスなど

の整備を推進します。 

○ 移住・定住のきっかけづくりのための二拠点生活、週末スローライフ

など移住生活が体験できる取組を行います。 

○ 移住を考えている方に田舎暮らしの魅力を知ってもらうため、自然体

験や農業・就業体験等を推進します。 

○ 空き家管理を懸念している方が積極的に空家バンクを活用できるよ

う、物件登録に係る空き家整理等に対して支援を行います。 

○ 移住定住促進とともに空家対策や農地利用最適化を図ることができ

る、農地付き空き家の活用を推進します。 

○ 市内事業所の雇用促進や人手不足解消と併せて移住定住促進を図るた

め、市内事業所に就業するために移住した方の新生活の支援を行います。 

○ 富津市の魅力や移住に関する一元化した情報を広く発信するためのポ

ータルサイトを開設します。 

（基本方針） 

○ 富津市での生活を実感してもらうため、移住体験ができる仕組みづく

りをしていきます。 

○ 空き家の利活用による移住・定住の促進を図るため、空家バンク利用

者への支援を実施していきます。 

○ より多くの人たちに富津市への関心を持ってもらうため、民間事業者

などと連携し、移住情報の発信を強化していきます。 

 

（重点施策） 

○ 移住・定住のきっかけづくりのための二拠点生活、週末スローライフ

など移住生活が体験できる取組を行います。 

○ 移住を考えている方に田舎暮らしの魅力を知ってもらうため、自然体

験や農業・就業体験等を推進します。 

○ 多様化するライフスタイルに対応した働き方や暮らし方ができるよ

う、サテライトオフィスやコワーキングスペース、シェアオフィスなど

の整備を推進します。 

○ 市内事業所の雇用促進や人手不足解消と併せて移住定住促進を図るた

め、市内事業所に就業するために移住した方の新生活の支援を行います。 

○ 空き家管理を懸念している方が積極的に空家バンクを活用できるよ

う、物件登録に係る空き家整理等に対して支援を行います。 

○ 移住定住促進とともに空家対策や農地利用最適化を図ることができ

る、農地付き空き家の活用を推進します。 

○ 富津市の魅力や移住に関する一元化した情報を広く発信するためのポ

ータルサイトを開設します。 

14 第６章の文章（P38） 市内を地域で区分し、第５章で定める「施策テーマの基本方針と重点施

策」を踏まえ、それぞれの地域における目指す10年後の姿と重点施策を定

めます。 

市内を地域で区分し、第５章で定める「施策テーマの基本方針と重点施

策」を踏まえ、それぞれの地域における特性を活かし、地域別の目指す10

年後の姿と重点施策を定めます。 

  



9 

 

No. 
変更内容 

（ページ数は案（今回）のページ） 
素案（前回） 案（今回） 

15 第６章における地域区分の表記

（P38） 

「富津地域」 

「大佐和地域」 

「天羽地域」 

「富津地区」 

「大佐和地区」 

「天羽地区」 

16 第６章の地域区分の富津地区に

おける記載（P38） 

 

富津地域 富津、新井、川名、篠部、大堀、大堀一丁目～四丁目、

青木、青木一丁目～四丁目、西川、下飯野、上飯野、本

郷、前久保、二間塚、新富 

 

 

 

富津地区 富津、新井、川名、篠部、大堀、大堀一丁目、大堀二丁

目、大堀三丁目、大堀四丁目、青木、青木一丁目、青木

二丁目、青木三丁目、青木四丁目、西川、下飯野、上飯

野、本郷、前久保、二間塚、新富 
 

17 第６章における富津地区の重点

施策に係る記載（P38） 

○ 大型商業施設内に図書館を設置します。 

（略） 

○ 市民ふれあい公園を、施設の長寿命化を図りながら、安全で利用しや

すい施設にします。 

○ 大型商業施設内に図書館を設置し、図書サービスを充実させます。 

（略） 

○ 市民ふれあい公園を、施設の長寿命化を図りながら、安全で利用しや

すい施設にします。 

○ 新富地区は、様々なリサイクル技術を持った企業が進出しており、循

環経済の構築など新たな事業展開が期待されることから、同地区の特性

を生かした施策や事業に取り組んでいきます。 

18 第６章における天羽地区の重点

施策に係る記載（P38） 

○ 市道浅間山線を整備します。 

○ 鋸山の日本遺産認定に向けて取り組みます。 

○ 農地付き空き家などを活用し、移住や二拠点居住を推進する仕組みを

つくります。 

○ 有害鳥獣の撲滅に向けて、捕獲駆除の体制を徹底的に強化します。 

○ 地域交流支援センター「カナリエ」を、親子が集える場としてだけで

なく、地域の人が気軽に訪れ、多世代間交流が図れる場所とします。 

○ 市道浅間山線を整備します。 

○ 鋸山の日本遺産認定に向けて取り組みます。 

○ 農地付き空き家などを活用し、移住や二拠点居住を推進する仕組みを

つくります。 

○ 有害鳥獣による被害対策として、捕獲・防御・生息環境管理を総合的

に実施し、獣害に強い地域づくりを推進します。 

○ 地域交流支援センター「カナリエ」を、親子が集える場としてだけで

なく、地域の人が気軽に訪れ、多世代間交流が図れる場所とします。 

19 計画体系図に係る計画等の追加 体系図のとおり 体系図のとおり 

 


